
看 護 部

2024年度
｜看護部の理念｜

　私たちは、常に患者さんと共に歩み、安心して納得のいく医療を
　受けていただくために、わかりやすく丁寧な看護を提供いたします。

｜看護部の目標｜

スローガン
　『最善の追求』

目標
　 １．患者の最適を考えた看護を実践する
　 ２．経常収支の黒字化に貢献する
　 ３．対話力と教育力を高め合い、職員の定着を推進する

｜目指す看護｜

「�患者が安心して医療を受けられるために、安全で優しく丁寧な看護に努め、責任をもって継続した看護を
実践します。」

専門医資格等
認定看護管理者
認定医療対話推進者

部長
髙田　幸千子
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山 口 理 恵 子

（ 脳 卒 中 リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン 看 護 Ｃ Ｎ ）
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副 看 護 部 長
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助 産 師
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足 達 　 美 希
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笹 川 み ち る
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管 理 看 護 師 長
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看護部会議・委員会組織図（機能図）

看護部が関わる主な病院諸会議

○管理診療会議　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　
○運営企画会議　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　
○経営企画・業績評価委員会
○拡大院内感染対策会議
○サービス向上委員会　　 
○薬事委員会・医療材料委員会　　　　　　　　　　　　　　 
○診療報酬管理委員会
○病床管理委員会・小委員会
○外来管理委員会
○手術室運営委員会
○集中治療室運営委員会
○救命救急委員会
○緩和ケア運営委員会
○地域医療連携室委員会
○褥瘡対策委員会
○栄養管理委員会・NST委員会
○倫理利益相反委員会

○透析委員会
○保有資産利用計画等検討委員会
○臨床検査運営委員会
○広報委員会
○輸血療法委員会
○化学療法委員会
○医療安全管理委員会
○医療事故対策本部会議
○リスクマネージャー会
○院内感染対策委員会
○災害対策委員会
○医療機器安全管理委員会
○医療情報委員会・小委員会　　
○クリニカルパス委員会
○安全衛生委員会
○クオリティマネジメント委員会
○過半数代表者選出選挙管理委員会

○特定行為研修管理委員会
○臓器提供対策会議
○暴言・暴力等対策委員会
○オカレンス事例検討会
○虐待防止委員会
○行動制限対策委員会
○RRS準備委員会
○禁煙小委員会
○緩和ケア委員会
○病床管理委員会・小委員会
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｜看護部委員会活動状況（2024年度）｜

会議・委員会
活動目標 活動内容

看
護
師
長
会

1グループ
①�入院業務の効率
化
②�ERからの迅速な
入院実現

③�退院支援能力の
向上

・�前期入退院支援センターで使用している入院チェックリストと病棟チェックリストの内容を
修正し双方のチェックリストを突合したものに変更し運用を開始
・�後期緊急入院・転院患者の受け入れを開始できるよう入退院支援センターの業務の流れを
システム化
・ERでの滞在時間を調査し、ERでの滞在が 3時間越えの要因分析と改善に取り組んだ
・�退院支援スクリーニングシートと退院支援計画書の不一致について問題提起し、退院支援
スクリーニングの活用を発信
・�DPCデータを意識した退院支援ができるよう、看護師長が退院支援カンファレンスでスタッ
フ指導を行なうようにした

2グループ
看護部主導の病床
管理の確立
①�入院基本料・看
護必要度のモニ
タリング
②�DPCⅡ期以内を
意識した退院管
理

③�看護部が入院
日、病床運営の
イニシアチブを
もつ　

・重症度・医療看護必要度に関して、入力漏れ対策の実施
・新基準へ移行後、重症度・医療看護必要度に関する処置項目について洗い出し周知
・医事と連携しEFファイルに反映される項目の確認
・入院診療計画書未作成・未開示漏れのモニタリング
・入院診療計画書の未作成・未開示のチェックをクラークへタスクシフト
・診療情報士が入院一週間を目処にDPC入力をできるように調整した。
・�R5年度の最も医療資源投入した傷病名のDPC診療科別の作成依頼を実施し、師長会で配
布。各部署でカンファレンス等に取り上げ、医師と検討
・DPCⅡ期満了日に合わせたクリティカルパスへ改定
・DPCに関する勉強会を実施
・DPCデータを各部署へ配信
・各看護師長が、退院決定に関してイニシアチブをとっているか、確認とサポート

3グループ
論理的思考力や経
営に関する事例を
積み重ねる

1．�経営改善に向けての課題に着目し、看護師長の学びの場となる機会を月 1回（パート10）
企画運営し、開催
・�パート 1 ( 5 /23)「土日退院患者数を減らすための師長会としての行動を考える」:グ
ループで土日退院のデータを用いて現状分析を行い、課題抽出を行った
・�パート 2 （ 6 /12）「自部署の新規入院を増やすための工夫を考え活動を開始しよう」:
自部署で今考えている工夫について考えて、企画書を作成、発表した
・�パート 3 （ 7 / 4 ）:学びをふまえて再考して頂いた前回の企画書の内容についてプレ
ゼンを行った
・�パート 4（ 8 / 1 ）「入院患者数が増加する中での師長会としての課題の抽出」:患者数
増加にはどんなリスクがあるか、考えて意識的に取り組めていること、今後の課題を
抽出した
・�パート 5 （ 9 / 5 ）「自部署の目標達成のためのリーダーシップを考え実行しよう！」:
ローソンの元社長の新浪氏の取り組みに関する文献を使って、師長会として今後業務
改善など取り組む中で必要となるリーダーシップを検討した
・�パート 6（10/ 4 ）「自部署の新規入院を増やすための工夫を考え実施している活動を共
有しよう！」:前期にプレゼンした企画書の進行状況を評価し【新規入院の確保】【病
棟患者数85％以上を維持】のため後期の活動を検討した
・�パート 7 （11/ 7 ）「師長会ワーキングの中間評価と1G・2Gの活動についての意見交
換」:師長会ワーキング 1～3Gで活動状況を共有し師長会での経営改善の後期の活動
について検討した
・�パート 8（12/ 5 ）「管理当直時の救命ICUの退室についての事例検討会」:管理当直時
にベッドコントロールの対応に苦慮した実際の事例について検討し、対応する際に必
要となるユニットの加算の考え方などの知識を再確認した
・�パート 9 （ 1 /23）「R7年度に向けたSWOT・クロス分析」:3Gであらかじめ抽出した
強み・弱み・機会・脅威を使い、「積極的攻勢」と「差別化戦略」についてグループ
ワークで検討した
・�パート10（ 2 /27）「自部署の看護の質改善にむけた取り組みとそこからみえてきた看
護管理者としての自己の課題」「先の見通し方と見えた物からの戦略の立て方」:各自
の 1年間のリフレクションを共有した後、看護部長より日頃日常生活で発見や感じる
管理の学び方・ヒントの見つけ方をご教授頂き、管理者としての日常生活の過ごし方
などを考察した

2．�学びのセッションパート 9で行ったSWOT分析を元に、3G主体でクロス分析まで実施、
年度内にBSCまで落とし込む予定
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活動目標 活動内容

副
看
護
師
長
会

【教育】
病院経営への参
画、看護マネジメ
ントの看護実践能
力向上とキャリア
形成ができる

・集合研修で病院経営に関する研修計画はなくOJTによる教育が主になっているが、ACT
ｙ内容の理解も含め指導側が意識して教育を行う必要性が明らかとなった。目標達成に繋が
る効果的な教育体制を整備するために活動を実施した。
6月　　�各病棟のActy項目Ⅳ（病院経営に参画でき、看護マネジメントができる）の年間計画の

把握と実践の状況確認と課題の抽出
7 - 9 月  �Acty項目Ⅳ（病院経営に参画でき、看護マネジメントができる）の全病棟共通の年間計

画、到達目標、教材･指導方法の作成
10月　　�副看護師長会でActy項目Ⅳ（病院経営に参画でき、看護マネジメントができる）の作成

した年間計画や教材･指導方法を実際の現場でどのように活用していくのか全体討
議

11- 3 月  �Acty項目Ⅳ（病院経営に参画でき、看護マネジメントができる）の2.NHOが担う医療を
理解する

　　　　�【医療の動向】【NHOが担う医療】【自施設の看護】の 3項目について、統一した指
導内容ができるよう共通教材を作成し、各病棟の年間計画への組み込み         

【教育】
副看護師長の教育
技法の向上を含め
た教育におけるス
キルアップを図る

・看護師のレディネスにあわせた効果的な教育を行うためには副看護師長自身のスキルアッ
プが必要と考え、学習会の開催を主とした取り組みを実施した。また、副看護師長個々の強
みをアウトプットすることで、副師長自身の強みを認識し自信に繋げるとともに、人材育成
に繋げるために教材作成を実施することとした。
6月　　クリエイトを用いて、副師長として人材育成への技法の現状と課題の把握
　　　　教育におけるスキルの課題抽出
＜アサーティブコミュニケーション能力向上＞
7 - 9 月  �ナーシングスキルの教材で、教育技法に関わる項目をピックアップし、教材リスト

の作成　　　
10月　　ナーシングスキルのアサーティブコミュニケーションについて視聴
11月　　�ロールプレー実施（副師長全員）し、アサーティブコミュニケーションに関しての自

己の課題を抽出
　　　　アサーティブコミュニケーションについての動画作成し、副師長全員へ提示
12- 1 月  �自己の課題を解決するために、OJTカードを使用し自己でリフレクション実施（最

低月 1回）
　　　　�副師長同士で、自己のアサーティブコミュニケーションについてリフレクション実

施
2月　　アサーティブコミュニケーションについての自己評価と今後の課題の明確化
＜アウトプット能力向上のための動画作成＞
7 - 9 月  副師長全員に動画作成の見本となるサンプルを作成（ 2種類）
　　　　動画作成時の教材チェックリストの作成
10-12月  追加で動画サンプル作成
　　　　QRコード化について、動画作成方法の教示
　　　　動画作成リストのカテゴリー分け                                                                  
3 月　　動画リスト作成し、各部署に設置（副師長36/44名　動画作成）

【業務】
活用できる記録・
記録の即時入力を
実施し、最善の看
護の実践ができ、
記録による超過勤
務の削減に繋げる

・超過勤務の理由の多くは記録であり、行動パターンとして記録は観察やケアを全て終了し
てから記録を刷るという習慣が多い現状にあった。急性期看護を行う上でも、観察を速やか
に治療や看護に繋げるためには即時記録が必要と考え、即時記録が出来る体制整備に取り組
んだ。
＜即時入力の必要性の周知＞
7月　 　活用出来る記録を即時入力する必要性について、病棟スタッフに伝達してもらうた
めに、副看護師長に必要性について伝達
＜ワンデイ調査＞
7月　　�必要性の伝達後に午前中に測定したﾊﾞｲﾀﾙｻｲﾝが即時入力が出来ているかワンデイ調

査
11月　　経過表の観察項目の即時入力が出来ているかワンデイ調査
2月　　経過表のﾊﾞｲﾀﾙｻｲﾝ・観察項目の即時入力が出来ているかワンデイ調査( 2 月)
＜重複記録となっている記録の調査＞
9月　　�記録による超過勤務削減のために重複記録となっている記録の内容と記録場所につ

いて調査
　　　　�手術記録がSOAPやテンプレートへの入力など病棟によって特異性があり、統一が

困難であったため、重複記録が多い、入院時記録をテンプレートのみで記録できる
ように修正する方針となる

＜入院時記録テンプレート修正＞
11月　　入院時記録をテンプレートのみで完結できるように副看護師長から意見を募集
12月　　副看護部長と内容について検討し、師長会で意見を貰えるように調整
1月　　師長会で運用のための修正について助言を頂いて、テンプレートの修正を実施
2 - 3 月  �実際に電子カルテで活用ができるようにテンプレートの修正、使用に関しての情報

伝達の実施
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活動目標 活動内容

副
看
護
師
長
会

【業務】
退院に関わる業務
内容を明確にし、
統一化することに
よって他部署との
連携、タスクシフ
トに繋げる

・看護業務として退院準備に時間を要している現状があるが、病棟毎に退院に関する業務内
容の差がある様子がうかがえた。今後、入退院センターの効果的運用に向けても退院業務を
明確にする必要性があるため、取り組みを行った。
6月：各病棟での退院業務の洗い出し調査（各病棟へのアンケート）�
7 月：看護補助者へのタスクシフトについての現状と検討策の洗い出し�
9 月：�退院時業務に関するタスクシフト（看護補助者・薬剤師）の内容の確認と依頼文章の作

成の検討、看護補助者の業務手順内容に退院に携わる業務規準が含まれているのかを
把握

10月：�退院業務に関する看護医補助者・クラークへの業務配分看護補助者会への依頼文書作
成、医事係長に退院証明書の作成依頼や方法の確認

11月：�看護補助者へのタスクシフト内容の決定、退院支援フロー作成・退院業務内容のチャッ
クリスト作成

12月：�看護補助者業務手順作成、看護補助者会への依頼文書完成、看護補助者会担当師長と
話し合い

1月：看護補助者業務手順の修正・意見の回収、退院証明書について事務へ確認�
2 月：看護補助者会で出た意見について考察し業務手順への反映

【業務】
医療材料の「標準
品」への切り替え
を行い、品質を低
下させずに安価な
ものに切り替える
ことで、物品コス
トの削減に繋げる

・病院経営の改善に向けた取り組みとして、医療材料費の高騰もあり、適切な物品管理とと
もに医療材料の見直しの必要性が明らかとなった。安全性を担保しながら医療材料費の削減
に繋げることが出来るよう取り組みを行った。
5月：�主に表示灯メディカルGPOの共同購買を利用。現在使用している医療材料と比較し、

品質が変わらず安価な物へ変更できないか検討開始。サンプル使用の際のアンケート
の作成の実施。

5 - 2 月：サンプル試用と検討
1 - 3 月：不動在庫シール一覧を参考に各病棟での物品定数の見直しを実施

現
任
教
育

1.�集合研修の企画・
運営に参加でき
る
2.�集合研修と現場
教育を繋げる行
動をとることが
できる
3.�現任教育委員と
して教育的な能
力を習得する

・集合研修の企画と運営
・教育に関する知識を得て、集合研修やOJTに活用した�
　「学びほぐし」「動機づけについて」「研修の企画について」「ファシリテーションについて」
・各病棟でのOJTのについて共有した
・自身の指導場面を取り上げ、リフレクションをした
・言語化能力やプレゼンテーション能力を養うためのディベート大会�
　「あなたが重要視するのは、知識技術か人柄か」

看
護
補
助
者
支
援

1.�看護補助者を支
援するための専
門別研修の企画・
運営ができる

・第 1回看護補助者研修（セーフティプラス視聴研修）の企画、案内発信、受講確認
　　テーマ：「患者確認と指差呼称」
　　期　間： 9月20日～10月21日
　　受講者：96名（内訳：�����クラーク39名、コンシェルジュ 3名、看護助手19名、ナイト28名、シーツ

交換部隊 7名）

・第 2回看護補助者研修（職種別集合研修）の企画、実施、評価
　　テーマ：外来クラーク「接遇」、病棟クラーク「入院診療計画書」、
　　　　　　コンシェルジュ・看護助手・ナイト「患者確認」、
　　　　　　シーツ交換部隊「シーツ交換」、共通「SNS時代の個人情報の取り扱い」
　　開催日：12月17日、18日、20日
　　受講者：87名（内訳：�外来クラーク24名、病棟クラーク13名、コンシェルジュ・看護助手21名、

ナイト22名、シーツ交換部隊 7名）

2.�看護師と看護補
助者のタスクシ
フトの改善を図
り、看護補助者
にとって継続し
て働きたい職場
作りを目指す

・看護補助者支援委員会規程作成
・�診療報酬やタスクシフト・タスクシェアの考え方を踏まえて看護補助者支援委員会のメン
バーに本委員会の目的、目標、取り組みに関して説明
・看護補助者業務マニュアル（13項目の業務手順含む）を見直し、11月改訂し、差し替え完了
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活動目標 活動内容

看
護
広
報

1.ホームページの
更新回数を増やす
ことで視聴回数増
加を目指す

・ホームページ「ピックアップ」のページにリフレッシュ研修の実施後報告掲載
・病棟紹介文の改定

2.就職説明会や職
業体験を通して当
院の魅力を発信で
きる

・生き方探求・チャレンジ体験（大淀中学校、深草中学校）の実施　 6 / 4
・ふれあい看護体験（中学生対象）の実施　 7 /31
・京都聖母学院高等学校　看護体験　実施　�
　 8 /30　 3 年生　看護師のキャリアについて学ぶ�
　 9 /20　 1 年生　看護師の働いている病院と、病院で働く人を知る�
　 9 /27　 2 年生　看護学生体験により学ぶことをイメージする�
　11/15　 1 年生　看護師の働いている場を知る病床の環境を知る
　11/22　 2 年生　BLS�
　 1 /10    2 年生　�ラダーⅢ看護師の看護観を聴き、自身の将来や考え方に役立てる事がで

きる
　 2 /17　 1 年生　�ラダーⅠ看護師の看護観を聴き、自身の将来や考え方に役立てる事がで

きる
・看護インターシップの実施　 8 / 6 、 8 /14、 8 /17、 8 /25、 2 / 1 、 3 / 1 、 3 /21、 3 /26
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リンクナース会

活動目標 活動内容

医
療
安
全

1.�転倒転落防止に
向けてアセスメ
ントツールを活
かし、個別性を
加味した看護計
画を立案できる

転倒転落予防について取り組んだ。転倒転落予防の重要性をリンクナース全体で共
通理解し、転倒転落アセスメントスコアを使用し患者の状態や予測される動きをア
セスメントし、思考過程の整理を実施した。リンクナースが転倒に繋がり、危険と
予測される観察のポイントを考え、病棟でスタッフに周知し日々の看護に生かした。�
転倒カンファレンスの実施状況を病棟でリンクナースが把握し実施するように介入したこ
とで、カンファレンス記録の記載率は昨年度より比較し向上している。

2.�リンクナースが
インシデントカ
ンファレンスを
運営できる

PmSHELLを使用してインシデントを背景から追求できるように取り組んだ。講義や事例検
討、カンファレンスでの使用を通して、必要な情報は何か、インシデントの事象だけに囚わ
れずに個人を攻めることはしない考え方、PmSHELL分析手法の各要素について理解した。
各病棟で実際にカンファレンスを行い、会議内で運営方法を検討し不安なく病棟に導入し、
還元できるように取り組んだ。しかし、PmSHELL分析手法を用いて根本原因を見いだすに
は不安なスタッフがいるため、PmSHELLを繰り返し使用し、普段からインシデントの問題
点を各要素で整理し根本原因が追求できるようにしていく必要がある。

感
染
管
理

1.�標準予防策の推
進
1 )�適切なタイミン
グでの手指衛
生を行いすべ
ての部署が目
標値を達成で
きる

目標ゴージョ使用
回数
一般病棟：15回/
患者/日
クリテイカル部
門：50回/患者/日

リンクナースが看護師長、副看護師長と検討し、手指消毒使用量向上年間計画を立案した。
計画に沿って実践し進捗状況を報告、情報共有を行った。
（主な取り組み）
・手指衛生についての教育（手指消毒の 5つのタイミングについて）の資料配付
・ゴージョ使用量月データ集計、評価、分析
　個人使用量が少ない人に対するアプローチ
・手指衛生目視評価（前期/後期：各病棟 5人）  
　前期はスタッフ全体に対し取り組みを行い、適切なタイミングでの使用量増加を促す部
署が多かった。後期は各部署の使用量個人差に焦点を当て,使用量の少ないスタッフへアプ
ローチを行った。リンクナース会で活動を情報共有しながら取り組んだ。その結果全部署
の使用量目標達成率は60％であった。昨年度と比較し目標達成率は28％上昇した。今後の
課題は、全部署が目標使用量を安定的に維持できることである。そのためにはスタッフ間
の使用量格差を少なくする取り組みの継続が必要である。

2 )�正しいPPEの
使用

正しい PPEの使
用が行えているか
定期的に確認を行
い、感染予防に努
める

・正しいPPEの使用確認のため、PPE着脱手順とチェックリストを現場に配布した。
・�スタッフのPPE着脱技術の維持と、新人看護師、中途採用者の技術獲得を目的に、PPE
着脱の目視評価 を 2 回/年行った。全スタッフが 2名 1組になりチェックリストに沿っ
てPPE着脱を確認した。

3 )環境整備の徹底
感染の視点での環
境整備の実践と定
着ラウンドの継
続、タイムリーな
ラウンド結果の
フィードバッグ

リンクナースが看護師長、副看護師長と自部所の療養環境をアセスメントし、環境整備年
間計画を立案し実践した。また感染管理リンクナース会でグループに分かれ各部署をラウ
ンドし評価を行いフィードバックした。
・療養環境の改善への取り組みベッドサイドラウンド実施（ 1月）
（主な確認項目）
・吸引ワゴンセット設置。オーバーテーブルや床頭台に医療用品を置かない
・吸引チューブ上向きに洗濯ばさみ使用
・コード類の整理、感染性廃棄ボックス足踏みペダル設置など。

褥
瘡
対
策

1.�褥瘡に関するリ
スクアセスメン
トをもとに、個
別性のある看護
計画を立案でき
る

【危険因子評価表、褥瘡対策計画書未作成件数 0件に向けての取り組み】
　 6月、11月、12月、 1 月に記録監査を実施した。12月、 1 月は、未作成 0件に向けて未
作成件数の更なる減少と各項 目の記入漏れを防ぐため、危険因子評価票に関する記録監
査を重点的に取り組んだ。危険因子評価票の未作成件数：38件/ 4 月- 2 月（令和 5 年度80
件）、褥瘡対策計画書の未作成件数：49件/ 4 月- 2 月（令和 5年度182件）であった。体圧値
やDESIGN-R項目の記入漏れがあることから、テンプレートの修正を行った。
【褥瘡予防ケアマニュアルの修正】 
　昨年度の褥瘡集計に応じて各部署の担当項目を選択し、マニュアル修正に取り組んだ。病
棟全体でマニュアルの見直しを行うことで、マニュアルの周知に繋げた。
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活動目標 活動内容

褥
瘡
対
策

2.�褥瘡予防ケアマ
ニュアルに基づ
いた褥瘡予防ケ
アができる

【発生事例の分析と対策】
　褥瘡発生時は、WOCNが参加し発生要因の分析と対策のカンファレンスを開催した。ま
た、褥瘡予防ケアの強化を目的に、WOCN参加による褥瘡予防ケアカンファレンスを開
催し、リスクアセスメントに基づいた個別性のある看護計画の充実と知識・技術の向上に
繋げられるよう取り組んだ。リスクアセスメントに関しては、褥瘡評価日を新たに設定し、
リスクアセスメントに基づいたケアが検討できるよう各部署で取り組んだ。
【褥瘡回診の参加】
　褥瘡に関する知識を深め、病棟における褥瘡ケアに繋げられるよう褥瘡回診に参加した。
参加後は学びのシートを記載し、自己の学びの振り返りを行った。
【技術演習】
　 7月の褥瘡対策リンクナース会で、ポジショニング技術演習を実施した。その後リンク
ナースが中心となり、現場でポジショニンググローブの定着と正しいポジショニングケア
を実践できるように、ポジショニング演習、MDRPU予防ケア演習（間欠的空気圧迫装置の
正しいフィッティングと保護ケア）を各部署で取り組んだ。

N
S
T

1.�NSTへつなぎ連
携するための栄
養評価ができる

・�栄養評価・NST介入依頼方法についてリンクナース会で周知し自部所の看護スタッフへ
伝達。SGA実施率：99％（院内入院時調査）

・�7 月からローテーション形式でNSTカンファレンスへ参加。NSTカンファレンス参加
件数：50件・NSTカンファレンス・ラウンド参加後は「カンファレンスでの学びの共有
シート」を記載し自己の学びの振り返りを実施。
・�11月・1月は各病棟のNSTへ繋げた事例を検討。「事例をリフレクションし、リンクナー
スとして病棟でどのような働きかけをし、他のスタッフを巻き込むかについて」

2.�摂食嚥下障害看
護につなげるた
めの口腔評価・
嚥下評価ができ
る

・�摂食機能療法の算定手順・リハメイトの操作方法についてリンクナース会で周知し、自
部所の看護スタッフへ伝達。
・�摂食機能療法の適切な算定について（対象疾患・算定期間・算定の取り方など）坂部ST士長
の講義。摂食機能療法算定件数： 4月193件、 5 月150件、 6 月245件、 7 月218件、 8 月
310件、9月337件、10月206件、11月263件、12月203件、合計672件（前年度10月～12月1369
件）
・�OAGの評価、運用方法についてで講義、リンクナースが体験し自部所の看護スタッフへ
伝達。OAG実施率78％（前期ワンデイ調査）OAGに関する前期アンケート調査を実施し
(回答数330件）OAGを使って口腔評価をしたことがある看護師は84.2％、 OAGを使って
日常的に口腔評価を行っている看護師は53.3％。後期アンケート調査では（回答数323件）
OAGを使って口腔評価をしたことがある看護師が88.2％、OAGを使って日常的に口腔
評価を行っている看護師が66.3％に増加。
・�嚥下評価方法（RSST、MWST、頸部聴診法）の実技演習を行い、自部所の看護スタッフへ
伝達。
・医療安全研修（臨時）「高齢者の食事介助の基本」の視聴。

退
院
支
援
・
D
P
C

1.�入退院支援が必
要な退院困難者
に適切な入退院
支援が実践でき
る

退院困難な事例を入退院支援・調整におけるプロセスに沿って事例検討（ 6月、10月、1月）
を行った。入退院支援・調整プロセスを理解し、実践できるように各病棟 1事例取り組み、
発表する事ができた。

2.�入退院支援に関
連した加算が確
実に取得できる。�
DPC入院期間を
把握し、DPCⅡ
期満了日の退院
率が向上する

DPC期間を看護師長とともに把握し、DPCⅡ期以上となった退院困難な事例の原因を把
握。DPCⅡ期満了日の退院に向けた取り組みを 7月、10月、12月に検討した。各病棟DPC
Ⅱ期満了日の退院になるように看護師長とともに改善策を検討し、満了日の退院が増加す
るように働きかけた。

3.�入退院支援に関
連した加算が確
実に取得できる。�
入院支援に関連
した加算算定率
が向上する

入院支援に関連した加算算定率が向上することを目標に 6月に診療報酬についての学習会
を実施。入力漏れの原因抽出、対策立案を 3ヶ月に 1回検討した。また、各病棟で各月に
データを確認し、取り組んだ。スクリーニングシートと退院支援計画書の不一致をなくし，
退院支援カンファレンス，及び記録記載率100％を目指し，毎月取り組んだ。また、退院
前・後訪問や介護連携等指導料の件数を増加させ、ケアマネージャーや訪問看護との連携
強化に取り組んだ。
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活動目標 活動内容

認
知
症
せ
ん
妄
予
防
ケ
ア

1.�せん妄に関する
知識技術を習得
し、個別性のあ
る看護計画を立
案し予防的ケア
が実践できる

1 ) せん妄予防の知識技術の習得
・「せん妄予防と行動制限ついて」の15分ミニレクチャー学習の実施：：19部署183人参加
・せん妄予防に関するチャレンジテスト 2回／年実施：
　　　前期：n＝573　平均点9.02点／12点
　　　後期：n＝482　平均 点9.27点／12点と上昇
　　�正解率が低いものは、「せん妄の準備因子誘発因子」「見逃されやすく注意が必要な低
活動型せん妄」  「緊急やむを得ない要件の切迫性」であった

2 ) せん妄予防に関する取り組みの実施・各部署のせん妄発症状況集計 3回／年実施：
　　　せん妄発症率　 6月：8.1％、 9月：5.8％、12月：5.2％
・�毎月部署のせん妄予防に関する取り組みを報告し、年度末にせん妄予防対策について部
署毎の成果発表を行った。

2.�行動制限の実施
を最小限にでき
る

1 ) 行動制限に関する知識技術の習得・ナーシングスキル視聴：身体拘束について考える
（スタッフ編）の視聴・身体拘束のシミュレーション学習の実施
・全看護師向け、行動制限低減の取り組みの自己評価アンケートの実施　 2回／年
　　�行動制限低減の取り組みの自己評価は、前期平均点 6／10点→後期平均点 6／10点変
化なし

・VR認知症研修への参画
　　�VR認知症研修の参加数：多職種を含め118名参加。出前VR研修は61名参加。合計179
名

・加算漏れの対策：リンクナースと認知症ケアチーム看護師、医事科との連携の実施
　　認知症ケア加算 １：平均　615件/月（前年度平均339件/月）
　　認知症ケア加算漏れ：18件/月（昨年度平均17件/月）
2 ) 行動制限カンファレンスの充実
・身体拘束 3原則を含む、開始時・継続行動制限テンプレートの改定
　　 5月　　　：行動制限テンプレート項目の検討
　　 7月～12月：�行動制限テンプレートについての意見を集約し見直し。電子カルテ更新

準備。
　　 1月～　　：新行動制限テンプレートの利用開始
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連絡会・WG名
活動目標 活動内容

専
門
看
護
師
・
認
定
看
護
師
連
絡
会

1. �各分野の専門性
を発揮してコン
サルテーション
を積極的に行
い、臨床現場で
の課題を解決す
る

専門看護師・認定看護師の活動件数（2024年）
　　実践：795件、指導・教育：302件、相談：382件、カンファレンス：507件
・�専門看護師・認定看護師の個人の年間計画を看護部全部署に配布し、コンサルテーション
の充実に向けたアピールを行った。実践、指導・教育、相談のすべてにおいて、昨年度
の同時期の実績を上回った。年度末には各自の活動を報告する会を開催することで、年
間の取り組みと成果を発表することができた。

2. �地域への展開を
視野に、院内外
の専門性のある
看護師を育成す
るため、教育を
充実をさせる

第 4回うずらのカップの開催、参加48名（2023年度49名、2022年度49名）
　　ファシリテーター：16名
・�チーム編成は、病棟で分けるわけでなく、病棟スタッフがバラバラの混成チームにして
も、各々の強み、持ち味が出せてよかった。毎回手術室のスタッフが積極的に参加でき
ないことがあるが、今回は○×クイズで強みを見せることができていた。
・�終了時間（15時ぐらい）を考慮すると今後の開催も今回の規模がよい。
第 5回ELNEC-Jコアカリキュラム看護師教育プログラム開催、参加32名（2023年度40名、2022
年度）
第 2回ELNEC-Jコアカリキュラム看護師教育プログラムフォローアップ研修開催、参加21
名（2023年度17名）
・�上記 2つのELNEC-J研修では、研修での学びを実践につなげられるように受講生の研修
後フォローアップを行った。研修直後、 3ヶ月後のアンケートともに概ね良好な結果が
得られた。
2024年度地域がん診療連携拠点病院がん看護研修開催、参加院内外計61名（2023年度58名）
・�がん患者のACPを支えることをテーマに地域の医療者、特に訪問看護師と今後の施設間
の連携を見据えた意見交換を行うことができた。
＊各研修の研修後アンケートの結果は別添資料を参照

3. �院内外の広報を
行うことで、後
進発掘、看護職
員の獲得に繋げ
る

学術集会、研究会
発表： 7題
座長： 3件
外部研修講師・ファシリテーター： 8件
外部講師：看護大学等の講義： １件
KMC Nursing Expert Newsの発行：
　�計 5 号発行し、院内向けにはコメディックスにて全職員に向けて発信した。研修報告等
は病院HPにも掲載した。
内定者へのお知らせ：
　�KMC Nursing Expert Newsのうち 2つをを発送し、内定者に対しても専門・認定看護
師の活動の広報を行った。
小学校訪問： 1件
　（教職員と保護者への啓発のためBLS、アナフィラキシー、災害に関するレクチャーを行った）
・�院内外の様々な場所での発表の機会に、専門看護師・認定看護師の活動を伝えることが
できた。看護職員の内定者、看護職員以外の職員にも未来の看護職員の獲得を意図とし
て活動を知らせることができた。

4. 専門・認定看護
師の能力を向上さ
せる

上記の目標 1～ 3に沿った活動について、各自が日々リフレクションを繰り返しを行うこと
によって、年間を通して活動の深化を図った。メンバー間では各自が行ったリフレクショ
ンを共有することで、新たな視点に気づく機会となった。
専門・認定看護師の経験が浅いメンバーにとっては、連絡会活動を通し、先輩メンバーの
具体的な活動と活動上の工夫を聞くことが、能力の向上に向けた学びの場となった。

特
定
行
為
看
護
師

1.�多様な臨床場面
において、対象
の病態とその変
化を迅速かつ包
括的にアセスメ
ントする能力の
向上ができる

・�1 年間で、11行為延べ514件の特定行為を実施し19以上の診療科の患者に対応し、外来以
外のほぼすべての病棟で特定行為を実施。
　　�実施した特定行為区分は、侵襲的陽圧換気の設定の変更:延べ201件、橈骨動脈ライン
の確保:延べ128件、直接動脈穿刺法による採血:延べ92件、人工呼吸器からの離脱;延
べ36件、非侵襲的陽圧換気の設定の変更:延べ32件、その他:延べ25件だった。

・�病棟で人工呼吸器を装着している患者 6名に対して、侵襲的陽圧換気の設定の変更が実施
できる 7名の特定看師が積極的にリハビリや体位ドレナージなどの看護ケアに参加。う
ち 3名の患者の人工呼吸器離脱実施。
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活動目標 活動内容

特
定
行
為
看
護
師

2.�多様な臨床場面
において、患者
の安全安心に配
慮しつつ、必要
な特定行為を実
践する体制の整
備ができる

・特定行為に係る手順書17行為の見直しと改定
・指導医同席の元、 1事例の振り返り実施

3.�特定看護師の認
知度向上と普及
促進をすること
ができる

・�ラダーⅡ～Ⅳの看護師にラダー研修後の時間を用いて特定看護師説明会を実施。また、時
間外で特定看護師説明会を実施。参加者はラダーⅡ:63人、ラダーⅢ:68人、ラダーⅣ:51
人、時間外: 1 人

・11月12月　特定看護師 1日体験実施。参加者: 8 人（うち、 3人が特定行為研修試験受験）
・12月　　　管理診療会議で特定行為実践報告会を実施
・ 3月　　　特定行為実践報告会実施。特定看護師11名発表　参加者:22名

看
護
プ
ロ
セ
ス
検
証

1.�自部署スタッフ
が入院から退院
し、外来までの間
に必要な看護問
題を立案し、一
連の流れをもっ
て看護展開でき
るよう支援する
ことができる

1. 監査表を用いた看護プロセスの検証
・看護プロセスを検証するための看護記録監査表を作成した。
・�ワーキングメンバーが主体となり、各部署で看護記録監査を 6月～ 1月まで 7回実施し
た。部署や全体の推移がわかりやすいように結果を共有した。
・「入院当日の患者・家族の思いを聴き記録する」ポスターで提示し強化月間を実施した。
　　監査項目：�初回面談シートの自由記載に、入院の患者・家族の病識、治療に対する思

いを記載している
　　　　　　　 1回目　29％→ 2回目　84％　
・�個別性のある看護計画の表示方法に、「★マークのつける」ことを決定し、ワーキングメ
ンバーが各部署で周知した。
　　監査項目：個別性のある看護計画になっている
　　　　　　　 １回目　23％→ 2回目　57％
・�意思決定支援が、必要な患者に看護計画を立案して継続的に関わる記録を残すことをポ
スターで掲示し、周知した。
・自部署の記録の改善につなげられるよう、看護記録の良い事例を共有した
・看護師長会・副看護師長会でＷＧ活動を共有し、看護部全体で活動できるようにした。
・�IC記録のテンプレートを改訂し記載方法を、ワーキングメンバーが部署内で周知し、記
録の充実を図る取り組みを行った。

2.�自部署が病院機
能評価の模擬審
査におけるプロ
セス評価に合格
できるカルテ症
例を １ 例以上準
備できるよう支
援することがで
きる

・機能評価受診模擬で、ケアプロセス（症例トレース）の内容を共有した。
・機能評価受診を踏まえ今後の課題を検討した。

倫
理
問
題
対
応
力
U
P

1.�ワーキングメン
バーが、倫理的
感受性を高める
とともに、自部
署の倫理的問題
への対応力を向
上することがで
きる

1．倫理的問題や意思決定支援についての考え方・知識・技術の習得
【副看護師長対象】
7月 �倫理カンファレンスの司会のポイントの講義、臨床倫理 ４分割表を用いたカンファレ

ンスに関する演習をワーキングメンバーのCNSが中心となり実施。
　　 �アンケート結果より参加者 9割以上が「実践に活かせそう」と回答し、実際に 8割の

部署で副看護師長が司会を担った
【ワーキングメンバー対象】
6月 「倫理的問題の捉え方と臨床倫理 4分割表におけるQOLの考え方」
　　 「倫理的問題への気づき・患者理解（IPOSと倫理的問題への関連性）について」
　　 「倫理カンファレンスにおける実践的なポイント」
　　 （倫理カンファレンスのテーマの上げ方や倫理的問題の対立軸の考え方について）
9月 臨床倫理 4分割表を用いたカンファレンスの演習
2．各部署の倫理的問題に対する検討(倫理カンファレンスの開催)
7 月～11月
　　�ワーキングメンバーと副看護師長が中心となり、全部署が 4分割表を用いた倫理カン
ファレンスを開催した(倫理カンファレンスは38件）。全てのカンファレンスにCNSが
同席し、ファシリテートを行った。

3．意思決定に関する記録の充実
11月 看護計画「意思決定上の葛藤」活用にむけた取り組み
　　 倫理カンファレンステンプレートの新規作成
4．副看護師長や現任教育者とともにActy受講者への支援(11月～12月)
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活動目標 活動内容

倫
理
問
題
対
応
力
U
P

2.�自部署が病院機
能評価の模擬審
査におけるケア
プロセス評価の
「倫理的問題に対
する取り組み」に
合格できるカル
テ症例を 1 例以
上準備できるよ
う支援すること
ができる

・機能評価受診模擬で、ケアプロセス（症例トレース）の内容を共有した。
・倫理的問題に対する記録を充実させるために、記録ツールの充実を図った。

セ
ル
看
護
導
入

1.�セル看護導入で
ムリ・ムダ・ムラ
を削減し、やり
がいを感じなが
ら働き続けるこ
とができる職場
環境を整え、ス
タッフの定着を
目指す

セル看護導入に向けて意見交換や問題点への検討、具体的な取り組み方法を検討
・�各病棟の構造を留意してゾーニングを決定し、中継地点の物品保管方法や配薬カートの
設置場所を決めた。
・�セル看護導入により動線のムダを削減することができ、スタッフからもナースコールや
転倒件数が減り、患者
　のニードを充足しやすくなったことを実感できている。
・業務フローの作成（日勤・夜勤・早出・遅出）
・看護師長の業務フローの作成
・業務補完シートの作成
・情報収集収集マニュアルの作成
・�12月　正しくセル看護が実践できているかチェックリストを用いて病棟ラウンドを実施
した

2.�京都医療セン
ター版セル看護
方式を見いだし、
導入病棟を拡充
する

・ 4月　 1病棟セル看護導入開始
・ 1月までに11病棟セル看護導入した
・�チーム力を生かすために 1病棟 3ブロック制としてブロック毎にリーダーをつけ、チー
ム内で情報共有や業務調整ができるようにした。
・セル看護導入を検討している病棟には情報提供と導入病棟への見学を促した。
・ 9月に副看護師長会で勉強会を行い、効果などを周知し導入の抵抗感をなくした

O
J
T
力
U
P

1.�プロジェクトメ
ンバーがOJTを
理解して、病棟
スタッフに伝え
ることができる

①OJTの学習会とメンバーによる伝達講習
・OJTの学習会「効果的なOJT」「ティーチング・コーチング」
・メンバーが病棟内で伝達講習

2.�ACTｙレベルⅠ
～Ⅲの集合研修
とOJTを結びつ
け関わりができ
る

①�ACTy2レベルⅠ～Ⅲの集合研修に参加し、現任教育委員会と連携して各部署のOJTを展
開した

・集合研修に参加し目的・目標・研修内容を理解した
・現任教育委員会と連携して実地指導者に周知し、計画的な支援方法を検討し実施した
・メンバーが集合研修のOJT事例を話し合い共有した

3.�実践したOJTを
リフレクション
できる

①�OJTカードを作成しOJTを可視化し、OJTカードの記載・収集・分析してリフレクショ
ンした

・OJTカードの目的や方法をメンバー内で共有し、スタッフに周知した
・OJTカードを各部署で収集して記載内容をリフレクションすることでOJTを評価できた
・OJTカード平均173枚/月記載できた

災
害
対
応
行
動
力
U
P

1.�災害に備えたマ
ニュアルの見直
し継続教育の体
制作りができる。
2.�災害に備えて定
期的な訓練を行
い、災害発生時
の初動と報告に
ついて全ての看
護師が実践でき
る。

・�災害マニュアルの看護部の各病棟毎のアクションカードの見直し、修正版を完成させた。
2025年 2月22日に実施した災害訓練では修正後のマニュアルを活用した訓練を行った。修
正したマニュアルで訓練を行うことで災害発生時の被災状況報告書の記載方法や災害対
応の各部署の準備について見直し各部署での教育ができた。
・�災害対応力UPWGが中心となり、台風接近時など病棟の災害準備を行った。また夜勤帯
の地震発生時に、被災状況報告書を提出できていた部署も有り、日常の業務の中で災害
対策についての意識の向上がみられた。引き続き定期的な訓練を実施し継続した教育を
行う。

・�前期に地震を想定した災害訓練、後期は火災を想定した机上訓練を実施した。地震対応に
ついては、マニュアルなどで事前に各部署での災害対応について確認できていたが、火
災訓練を行うことで、火災時の避難誘導の方法、水平移動や垂直移動の考え方などにつ
いて共有できた。
・�災害対応力UPWGが中心となり各部署で訓練を行い全員に内容を周知した。外来では新
しく外来用の報告書の検討や消火器の使用方法を動画を用いて実施するなどできている
など、それぞれの部署の特性に応じた対応を検討できた。サイバー攻撃など特殊災害に
ついての訓練も今後実施が必要であり検討する。

226 Kyoto Medical center Annual report



｜看護部教育・研修｜
１）看護部教育研修（2024年度）
ACTyプログラム集合研修

研修種別 研修目的 受講者 時　間 開催日 主な研修方法

新採用者研修
【医療安全管理：情報システムと患者情報】
専門職業人として情報管理の重要性を理解し、
自覚を持った情報管理ができる

89 1 時間 4 / 3 講義

新採用者研修
【看護記録と患者情報】
看護専門職として責任をもった正しい看護記
録記載ができる

89 1.5時間 4 / 3 講義

新人看護師研修
【ナーシングスキルを活用しよう！】
ナーシングスキルについて理解し日々の看護
実践に活用できる

89 0.5時間 4 / 3 講義、動画視聴

新人看護師研修

【患者が安心して療養できるためのコミュニ
ケーションを学ぼう！】
患者が安心して医療を受けられるために丁寧
な姿勢でコミュニケーションを図ることがで
きる

89 2 時間 4 / 3 講義、動画視聴
グループワーク

新人看護師研修
【患者さんの心理面を理解しよう！】
入院生活をおくる患者の心理面を配慮した看
護実践ができる

89 2 時間 4 / 3 講義、動画視聴

新人看護師研修
【医療安全管理：誤認について】
医療安全管理について学び、誤認を予防する
行動ができる

89 1 時間 4 / 4 講義、グループワーク

新人看護師研修
【摂食・嚥下機能について理解しよう！】
患者の摂食・嚥下機能を理解し、機能に応じ
た看護実践ができる

89 2 時間 4 / 4 講義、演習

新人看護師研修
【高齢者看護を理解しよう！】
急性期病院における高齢者を理解し看護実践
できる

89 2 時間 4 / 4 講義、動画視聴

新人看護師研修
【患者のための正しいポジショニング】
褥瘡予防、排泄援助の基礎的な援助技術を基
に、対象にあった援助方法の方法を身につけ
る

89 2 時間 4 / 4 演習

新人看護師研修 【ＢＬＳ演習】急変の対応を通して自己の役割を学ぶ 89 1.5時間 4 / 5 演習

新人看護師研修
【医療安全管理：今日からできる！感染防止対
策】
院内感染防止対策について理解し、感染防止
のための基本的能力を身につける

89 1.5時間 4 / 5 講義、グループワーク

新人看護師研修
【共に助け合い共に看護ができる仲間を作ろ
う】
新人看護師が安心安全な場でコミュニケーショ
ンを図り共に学び歩む仲間を作る

89 3 時間 4 / 5 グループワーク、動画
視聴

新人看護師研修
【基本的な看護技術：移動・移送】
やさしく丁寧な移動・移送の看護技術を理解
し実践できる

89 1.5時間 4 /12 演習

新人看護師研修

【知っておくべき医療ガスとセントラルモニ
ターの基礎知識】
専門職業人として医療ガスとモニターの正し
い取扱いを理解し実践できる
専門職行人として手順に沿った確認方法を理
解し実践できる

89 1.5時間 4 /12 講義、演習
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研修種別 研修目的 受講者 時　間 開催日 主な研修方法

新人看護師研修

【医療安全管理】
与薬の正確に確実な方法を理解し実践しよう
専門職業人として正確で確実な確認方法を理
解し実践できる

89 2 時間 4 /16 講義、演習

新人看護師研修
【基本的な看護技術】
注射器の使い方、アンプル・バイアルの吸い
上げ
看護手順に沿った看護技術が実践できる

89 3 時間 4 /22 講義、演習

新人看護師研修
【リフレッシュ研修】
同期ででコミュニケーションを取ることで、
交流を深め助け合うことができる
グループ活動に主体的に参加できる

88 8 時間 6 / 1 院外研修

レベル 1研修
【フィジカルアセスメント呼吸を学ぼう】
フィジカルアセスメントの重要性を理解し、
患者に正しい観察、アセスメント緊急度に応
じた報告ができる

87 1.5時間
7 / 1
7 / 8
7 /12

講義、演習

レベル 1研修
【医療安全：身近な環境でのKYT】
患者の最適な環境の視点で危険予知ができ、
対策を実践することができる

86 1.5時間
9 / 9
9 /13
9 /27
9 /30

講義、演習

レベルⅠ研修
【看護倫理】
看護職としての倫理観に基づいた行動に繋げ
る

87 1.5時間 11/18
11/25 講義、グループワーク

レベルⅠ研修
【看護観発表会】
１年間を振り返り、自己の行動や思考を言語
化し看護深める

85 1.5時間
2 /10
2 /17
2 /28

発表会

レベルⅡ研修
【臨床判断】
患者の変化に気づき、患者の状況に応じたエ
ビデンスに基づいた看護を実践できる

64 1.5時間 6 /10
6 /17

講義、グループワーク
ロールプレイ

レベルⅡ研修
【エビデンスに基づいた看護】
エビデンスに基づいた看護とは何かを理解し、
患者のｐ最適を考えた看護ができる

63 1.5時間 10/15
10/21 講義、グループワーク

レベルⅡ研修 【看護倫理　ジレンマ】
倫理的意思決定能力の向上につなげる 63 1.5時間 12/ 2

12/ 9 講義、グループワーク

レベルⅢ研修
【リーダーシップを学ぼう】
自部署の目標達成のために必要な役割遂行が
できる

68 1.5時間 6 /21
6 /28 講義、グループワーク

レベルⅢ研修
【リーダーシップの実際】
自部署で問題提起を行い、リーダーシップを
発揮し安全対策の立案と実践ができる

67 1.5時間
9 / 9
9 /13
9 /27
9 /30

講義、グループワーク

レベルⅢ研修
【意思決定支援】
倫理的意思決定支援に必要な能力を養う 68 1.5時間 11/ 1

11/ 8 講義、グループワーク

レベルⅢ研修
【看護チーム内の役割遂行発表会】
自部署で看護チームの一員としてリーダーシッ
プを発揮し、役割を遂行できる

65 1.5時間 1 / 6
1 /10 発表会

レベルⅣ研修
【自部署の問題を解決するために】
自部署の看護やケアに関連した問題を見つけ、
問題解決技法を用いて問題の根本原因を明確
にし、リーダーシップを取ることができる

51 1.5時間 5 /24
5 /31 講義、グループワーク

レベルⅣ研修
【業務改善に活かすリーダーシップ】
自病棟の課題改善を主体的に取り組み、課題
改善を通してリーダーシップを取ることがで
きる

53 1.5時間 7 /22
7 /31 講義、グループワーク
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研修種別 研修目的 受講者 時　間 開催日 主な研修方法

レベルⅣ研修
【倫理カンファレンスをしてみよう】
看護職としての倫理的意思決定支援に必要な
能力を養う

52 1.5時間 10/25
10/28 講義、グループワーク

レベルⅣ研修
【業務改善発表会】
自病棟の課題の改善を活かして看護チームの
リーダーとして実践できる

47 1.5時間 2 / 7
2 /14 発表会

レベルⅤ研修
【看護研究を始めよう】
課題について研究的取り組みができ、成果を
まとめることができる

6 1.5時間 8 /28 講義
ディスカッション

静脈注射プログラム研修
プログラム 研修内容 受講者 時間 開催日 主な研修方法

プログラム １

・静脈注射における関係法規
・ハイリスク薬剤と配合禁忌薬
・医療安全管理 １
・静脈注射の挿入部位の選択
・輸液ポンプとシリンジポンプ
・血管確保（演習）

92 8 時間
5 /10
5 /13
5 /20
5 /27

講義、演習

プログラム ２

・薬剤の吸収経路と影響
・レベル ２薬剤の基礎知識
・感染管理
・褥瘡管理
・中心静脈カテーテル　PICC

101 4.4時間
8 / 5
8 / 9
8 /19

講義、演習

プログラム ３

・�レベル ３薬剤の基礎知識（化学療法薬、麻薬、
循環作動薬）
・法律に基づいた薬剤の保管
・CVポートの管理
・CVポートの取扱い（演習）
・ケモボトルの交換（演習）

95 4.3時間 8 /20
8 /23 講義

プログラム ４
・医療安全管理 ２
・抗がん剤の知識と看護
・造影剤の知識と看護
・輸血の知識と看護

43 5.5時間 6 /24
12/ 5 講義、演習

２ ）専門看護師・認定看護師企画の研修
目　的 内　容 人　数 方　法

第 4 回うずらの
カップ

最適な看護を自ら学び考え行動す
ることで、看護の質向上に寄与で
きる
・�様々な分野における基礎的看護
知識・技術を実践にて学ことが
できる
・�チームワークの向上および部署
を越えた繋がりを促進し、職場
環境の活性化をはかる

災害
VR認知症
臨床判断
口腔ケア／ポジショニン
グ

8 ﾁｰﾑ
47名

チーム対応による 4 つの
テーマに沿ってシミュ
レーションを行い、その
結果を点数化し、知識・
技術を競う。

第 5回ELNEC-J
コアカリキュラ
ム看護師教育プ
ログラム

質の高いエンド・オブ・ライフ・
ケアを提供するために、必要な
基本的知識・技術・態度を学び、
看護師の役割について考え、実践
につなげることができる

EOLにおける看護、症状
マネジメント、倫理的問
題、文化への配慮、コミュ
ニケーション、喪失・悲
嘆・死別、臨死期のケア、
高齢者のEOLなど

32名 座学、ロールプレイ、
グループワーク

第 2回ELNEC-J
コアカリキュラ
ム看護師教育プ
ログラム　フォ
ローアップ研修

エンド・オブ・ライフ・ケアや緩
和ケアに関するさらなる知識・技
術を習得し、看護実践やチーム医
療の質の向上を目指す

コミュニケーション
NURSE技法 18名 座学、ロールプレイ
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目　的 内　容 人　数 方　法

2024年度地域が
ん診療連携拠点
病院
がん看護研修

がん患者のACPを支えるために、
地域・病院が担う役割について理
解し、切れ目のない支援につなげ
る

事例で考えるACP実践、
地域・病院でできるACP、
患者が望むACPを促進す
るために、病気の経過と
これからの話し合いなど

61名
（院内40名
+院外21
名）

座学、グループワーク

2024年度認知症
ケア研修

病院スタッフが、認知症について
とらえ直しをすることで医療ケア
の質向上に寄与できる

VR認知症研修
118名

（他職種含
む）

座学、VR体験

｜看護部研究業績｜

１）院内研究発表・成果発表（2024年度）
口述発表

テーマ 部　署 発表者名

1 目指せ社会復帰
～人工呼吸器離脱に向けた特定看護師の関わり～ 1 - 7 病棟 久松　賢太

2 1 - 8 病棟の軌跡と奇跡 1 - 8 病棟 布施　克美

3 ｐｍシェル分析を用いた医療安全の取り組み
～同じことを繰り返さないために～ 2 - 3 病棟 有田　愛梨

4
患者の状態に応じた特定看護師の役割
～術翌日の人工呼吸器を見据えて～ 集中治療室 岩永　悠里

5 腹膜透析患者の退院後自宅訪問をはじめた成果と今後の課題 外来治療 瀧井　友美

6 VRを活用した認知症体験型研修の実践とその効果
～認知症スティグマの視点から～

認知症せん妄
予防
リンクナース
会

落合　恵

7 記録で看護野プロセスを可視化しよう！
～看護部独自の記録監査を積み重ねたことでの成果～

看護プロセス
検証ワーキン
グ

笹川みちる

ポスター発表
テーマ 部　署 発表者名

1 転倒予防に関する情報共有に関する業務改善 １ - ４ 病棟 林　花音

2 リンパ浮腫指導管理料取得率に向けた取り組み １ - ５ 病棟 中嶋　萌絵

3 倫理カンファレンスを行い身体抑制を介助で来た事例 １ - ６ 病棟 本間　悠衣

4 起立性低血圧により離床が進まない患者へのADL向上に向けた関わり １ - ６ 病棟 森本　真悠

5 内視鏡後の転倒を ０件にする １ - ６ 病棟 守重　彩音

6 アルドレートスコアで転倒予防へ １ - ６ 病棟 杉浦　みの
り

7 セル看護提供方式導入の取り組み １ - ７ 病棟 尾中　照之

8 NICUにおけるMRSA感染者数減少に向けての取り組みと成果 NICU 近藤　真紀

9 成果発表　～問題解決とリハビリ科との協働について ２ - ５ 病棟 萩原亜砂美

10 セル看護提供方式導入　～患者 １人ひとりに合わした継続した看護の実現を目指して～ ２ - ６ 病棟 森　香澄

11 褥瘡・医療関連機器褥瘡に対する取り組み ２－ ７病棟 南　星奈

230 Kyoto Medical center Annual report



テーマ 部　署 発表者名

12 壮年期患者のQOLを維持するための多職種アプローチ～その人らしく過ごせるために～
緩和ケア病棟 小原せい子

13 認知症ケア研修後の伝達講習　～動画配信を用いて～ 特別室個室病
棟 村井　朽典

14 緩和ケア病棟における音楽療法の実践報告　音楽療法の質向上に向けた多職種連携による取り組み（音楽療法室合同）
緩和ケア病棟 武田　ヒサ

村田　千絵

15 患者さんの血管守り隊！ 外来治療 藤城　恵美

16 Peaceをつなぐ　～外来における緩和ケア～
外来診療　
緩和ケア認定
看護師

山口　牧子

17 リンパ浮腫指導管理料算定への取り組み　～患者さんが術後のリンパ浮腫に悩まされないために～
外来診療　
ﾘﾝﾊﾟﾄﾞﾚﾅｰｼﾞｾ
ﾗﾋﾟｽﾄ

田中　悠見

18 外来での「看護を語る会」の開催報告　～みんなで集まって自分の大切にしている看護を語り合おう～ 外来診療 長谷部　愛

19 地震！雷！火事！In外来！　外来災害マニュアル・アクションカードの作成、災害対応シミュレーションの開催 外来診療 嘉喜　　葵

20 外来スタッフの自己研鑽に対する意識向上へのとりくみ～外来スタッフの研修参加率暴上がりしたのはなぜ？～ 外来診療 荒木　由香
里

21 入退院支援センターを開設して 入退院支援セ
ンター 藤田　知春

22 医療DXの導入と取り組み内容　CAREBOOKの活用 地域連携室 宮岡まさみ

23 副師長会　教育スキルアップグループの取り組み～副師長としての教育技法向上を目指して～
副看護師長会
ｽｷﾙｱｯﾌﾟｸﾞﾙｰﾌﾟ

涌嶋　荒木　
田中　坂井　
柴田　永峰　
沼田　足達　
日下　村井　
溝内

24 令和 ６年度　認知症せん妄予防リンクナース会活動報告
認知症せん妄
予防リンク
ナース会

兼田　浩美

25 OAGを用いた口腔評価・アセスメントに向けた取り組み ＮＳＴリンク
ナース会 松山友可里　

26 セル看護の軌跡　～やりたい看護の実現のために～ セル看護導入      
ワーキング 柴田　浩司

27 特定看護師　はじめの一歩！～ 1年目の成果と課題～
特定看護師連
絡会 山本なお美

28 RRTが介入したのはどんな患者？そしてどうなった？～特定集中治療室等入室の症例から～
RRT
特定看護師 山本なお美

29 部署の特性に合った臨床現場で活かせる急変対応能力の向上を目指して
ｸﾘﾃｨｶﾙ・救急
看護認定看護
師　

居地　篤子

30 術後疼痛管理チーム始めました　～術後疼痛回診やってます～
疼痛管理チー
ム
診療看護師

鷲田ていこ

31 RRS導入の成果と今後の展望 RRS委員会
診療看護師 村上　涼子

32 3 部署合同勉強会からの連携と取り組み　（救命ICU　HCU　集中治療室）
ｸﾘﾃｨｶﾙ認定看
護師
特定看護師

西村 藤田 
岩永

33 2024年度ELNEC-Jｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ　看護師教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ開催報告～研修前後と ５カ月後のEOLｹｱの実態と課題～
がん関連専門
看護師
認定看護師

坂井みさき
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テーマ 部　署 発表者名

34 2024年度ELNEC-Jｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ　看護師教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ　ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修の開催報告～NURSEｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ研修を取り入れて～
がん関連専門
看護師
認定看護師

武田　ヒサ

35 2024年度がん看護研修開催報告～がん患者のACPを支える地域と病院の連携～

がん関連専門
看護師
認定看護師　
地域連携室看
護師

川端　朋加

２ ）院外研究発表（2024年度）
発表年月日	 発表学会
演題名 等 ／ 発表者名

2024-09.07	 第66回看護学会
「子育て期にある終末期がん患者の自宅退院に向けた支援～「希望が持てない」から笑顔が戻るまで～」
藤原 麻衣（ 1 - 5 ）

2024.09.07	 第66回看護学会
「患者・家族の意思を尊重した退院支援～自宅退院が困難と思えた患者・家族への支援を通して～」
福田 絢菜（ 2 - 5 ）

2024.09.07	 第66回看護学会
「緩和ケア病棟に咲かせた相互承認の花」
武田 ヒサ（緩和ケア）

2024.09.20	 第 6 回セル看護指針研究会
「セル看護提供方式の導入と定着のために」
尾中 照之（ 1 - 7 ）

2024.09.29	 日本看護学会学術集会
「中堅看護師のキャリア発達において、看護管理者を選択することに影響した背景の内容分析」
中村 露子（教育）

2024.10.18	 第78回国立病院総合医学会
「緩和ケア病棟における看護師のターミナルケア態度～その現状とこれからの課題～」
平尾 朱音（ 1 - 4 ）

2024.10.18	 第78回国立病院総合医学会
「治療継続を望む終末期にある肺がん患者への意思決定支援」
布施 克美（ 1 - 7 ）

2024.10.18	 第78回国立病院総合医学会
「急性骨髄性白血病患者の看護実践の検討」
秀島 侑里花（緩和ケア）

2024.10.18	 第78回国立病院総合医学会
「固定チームナーシングの確認悪化～リーダーを担うスタッフに焦点をあてた取り組み」
柴田 浩司（集中治療室）

2024.10.18	 第78回国立病院総合医学会
「乳腺専門医と乳がん看護認定看護師が協働した患者教室の開催報告」
荒木 由香里（外来治療）

2024.10.18	 第78回国立病院総合医学会
「がん看護系の専門看護師・認定看護師によるアピアランスケアを行う看護師への支援活動について」
田中 雅子（外来診察）

2024.10.18	 第78回国立病院総合医学会
「Ａ病院におけるナーシングオリエンテーリング研修会開催の 3年間の取り組みと今後の課題」
落合 恵（看護部長室）
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発表年月日	 発表学会
演題名 等 ／ 発表者名

2024.10.18	 第78回国立病院総合医学会
「当院におけるエンドオブライフケアの実態と課題～ELNEC-Jｺｱｶﾘｷｭﾗﾑ看護師教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの開催とﾌｫﾛｰ研修から～」
坂井 みさき（看護部長室）

2024.10.18	 第78回国立病院総合医学会
「職員の導線を意識した環境改善の取り組み」
宮川 英和（看護部長室）

2024.10.18	 第78回国立病院総合医学会
「一定時間のマスク装着によるマスク内環境の変化と皮膚常在菌数の関連」
鷲田ていこ（看護部長室）

2024.12.07	 第22回国立病院看護研究学会
「 3次救急病院におけるACPの認知度調査と今後の課題」
深川 哲嗣（統括診療部）

2024.09.08	 日本病院総合診療医学会学術総会
「病院総合診療の魅力を深堀するー多様性と連携がもたらす明るい未来ー」
村上 涼子  （統括診療部）

2024.06.21	 第26回日本医療マネジメント学会学術総会
「看護部危機的状況を打破～あの手この手で採用＆定着の取組み～」
髙田 幸千子（看護部長室）

2024.11.29	 第19回医療の質・安全学会学術集会
「COVID-19発生時でも入院を止めない病床管理」
苅山 有香（看護部長室）

2025.02.09	 日本リハビリテーション学会 第10回近畿支部地方会
「患者の語りを基に看護外来で介入し、受信継続にいたった 1例」
笹川 みちる（外来診療）

３ ）著述発表（雑誌投稿・執筆依頼）（2024年度）
テーマ ／ 出版社・雑誌名
著者名（部署）

「ブレインナーシング」
株式会社メディカ出版
山口 理恵（ 1 - 4 病棟）

「ナースとコメディカルのための小児科学」(仮)
株式会社へるす出版
笹川 みちる（外来診療）

「現場目線で身体拘束ゼロを目指す」
株式会社メディカ出版
落合 恵（看護部長室）

「はじめての成人先天性心疾患」
株式会社メディカ出版
笹川 みちる（外来診療）

『緩和ケアで必須なフィジカルアセスメント』Ⅲ.フィジカルアセスメントの役立つ場面　 5 )排便の看護に生きるフィ
ジカルアセスメント(仮)
株式会社青海社
武田 ヒサ（緩和ケア病棟）
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｜研修受講・講師派遣状況｜

１）国立病院機構本部及び近畿グループ主催研修
No. 研修名 研修日程 受講者

1 R6年度新任評価者研修 2024.04.19 山根 朋子（集中師長）

2 R6年度勤務時間管理研修 2024.05.15 山根 朋子（集中師長）

3 R6年度実習指導者研修
(大阪医療センター附属看護学校) 2024.05.24/06.21

小原 せい子（緩和）

山根 伽奈（ICU）

4 R6年度医療安全対策研修Ⅱ 2024.06.06
浅井 真由美（医療安全）

高田 幸千子（看護部長）聴講

5 R6年度認定看護管理者教育課程サードレベル 2024.06.12-07.31 苅山 有香（副看護部長）

6 R6年度保健師助産師看護師実習指導者講習会Ⅰ期 2024.06.18-08.08
禮場 直人（救外）

塩川 紗衣（ 2 - 3 ）

7 R6年度第 1回看護師特定行為研修指導者講習会 2024.06.18-06.27/07.07 山本 なお美（看護部長室）

8 R6年度教育担当看護師長研修 2024.06.24 中村 露子（教育担当師長）

9 R6年度労務管理研修（ハラスメント対応研修） 2024.06.24 尾中 照之（ 1 - 7 師長）

10 R6年度副看護師長新任研修 2024.06.28

溝内 理子（ 1 - 4 ）

松下 紀子（ 1 - 7 ）

福谷 美加（ 2 - 3 ）

日下 佳穂( 2 - 4 )

末永 梓（HCU）

西田 はづき（集中）

山本 菜摘（手術室）

藤田 知春（入退院支援）

11 R6年度看護補助者の更なる活用のための看護管理者研修 2024.07.04-07.24

井上 公（ 1 - 5 ）

萩原 亜沙美（ 2 - 5 ）

末永 梓（HCU）

12 R6年度新任中間監督者研修 2024.07.08/11.14 山根 朋子（集中師長）

13 R6年度NHO認知症ケア研修 2024.06.26-07.11/07.19

輿那覇 由（ 2 - 3 ）

福田 絢菜（ 2 - 5 ）

村井 巧典（特室）

佐藤 友歌（HCU）

原田 麻里（外来診療）

14 R6年度治験・臨床研究事務担当者研修 2024.07.24 河本 友貴美（CRC）

15 R6年度看護師長新任研修 2024.07.26 山根 朋子（集中師長）

16 R6年度臨床研究・治験研修の開催について 2024.08.09
石山 薫（CRC）

河本 友貴美（CRC）

17 R6年度医療安全対策研研修Ⅰ 2024.08.30-0９.25/10.04
川本 陽子（ 2 - 3 師長）

小椋 陽子（ 1 - 6 師長）

18 第49回淡路青年共同宿泊研修 2024.09.03-09.06 藤原 百々（救急外来）

19 R6年度入退院支援に関する実践力向上研修 2024.09.04-09.30
2024.10-2025.01/02.12

竹田 初花（地域連携）

小林 紫乃（ 1 - 8 ）
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No. 研修名 研修日程 受講者

20 R6年度臨床研究・治験研修の開催について 2024.09.08 河本 友貴美（CRC）

22 R6年度NHO認知症ケア研修（ ２回目） 2024.09.18-10.07/10.24

吉田 智美（ 1 - 7 ）

小田 和代（ 2 - 3 ）

田村 紗采（ 2 - 4 ）

大津 裕芽加（ 2 - 5 ）

西田 はづき（集中）

23 R6年度認定看護管理者教育課程セカンドレベル 2024.10.04-11.09 荒川内 涼子（ 2 - 4 師長）

24 R6年度中堅看護師研修 2024.10.28 武田 ヒサ（緩和師長）

25 R6年度保健師助産師看護師実習指導者講習会Ⅱ期 2024.10.28～12.18
岡田 亜里紗（ 1 - 7 ）

有田 愛梨（ 2 - 3 ）

野村 江舞（HCU）

26 R6年度ハラスメント相談員研修 2024.11.11 苅山 有香（副看護部長）

27 R6年度虐待防止対策研修（管理職者対象） 2024.11.13 田中 舞衣（地域連携師長）

28 R6年度CRCスキルアップ研修 2024.11.16
石山 薫（CRC）

河本 友貴美（CRC）

29 R6年度中堅看護師長研修 2024.11.18 武田 ヒサ（緩和師長）

30 令和 5年度医療安全対策研修Ⅱ 2024.11.22 浅井 真由美（医療安全）

31 R6年度第 4 回京都医療センターELNEC-Ｊコアカリキュラム看護師教育プログラム 2024.07.13-07.14 別紙16名

32 R6年度メンタルヘルス・ハラスメント研修 2024.12.09 松山 友可里（ 2 - 7 ）

33 R6年度虐待防止対策研修（実務者対象） 2024.12.11 杉崎 良史（ICU）

34 R6年度看護補助者の更なる活用のための看護管理者研修（ 2回目） 2025.01.10-01.29

足達 美希（ 1 - 6 ）

柴田 浩司（ 1 - 7 ）

香川 綾花（緩和）

田中 雅子（外来治療）

35 R6年度チーム医療推進のための研修 2 （化学療法） 2025.02.07 池田 明里紗（ 1 - 7 ）

30 R6年度院内感染対策研修 2025.02.10 朝田 絵里（ 1 - 8 ）

31 R6年度チーム医療推進のための研修 3 （輸血） 2025.02.14 布施 克美（ 1 - 8 ）

32 R6年度QC手法研修 2025.02.14 千葉 あゆみ（ 2 - 5 ）

2 ）看護協会等研修受講状況
No. 研修名 主催 研修日程 受講者

1
R6年度能登半島地震における京
都DMAT報告会・R6年度DMAT
連絡協議会

京都府健康福祉部
医療課長 2024.04.13 深川 哲嗣 （看護部長室）

2 R6年度認定看護管理者教育課程
ファーストレベル 京都府看護協会 2024.05.28-08.01 玉木 舞（看護部長室 ）

3 R6年度認定看護管理者教育課程
セカンドレベル 大阪府看護協会 2024.05.28-08.01 山口 理恵子（ 1 - 4 師長）

4 R6年度災害派遣医療チーム研修 厚生労働省医政局 2024.05.28-05.31 牛詰 久瑠美（救急外来）

5 「重症度、医療・看護必要度」評価者及び院内指導者研修 S-QUE研究会 2024.06.28-08.26
高木 あおい（特室師長）
村井 巧典（特室）
平尾 朱音（ 1 - 4 ）
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No. 研修名 主催 研修日程 受講者

6 R6年度新人助産研修 京都府看護協会 2024.07.02/08.08/09.06/
 10.10/11.14

安部 幸紀、川本 理加、濱本 恵
理、松本 果優

7
R6年度国立循環器病センター
高度急性期循環器看護
シミュレーションセミナー

国立循環器病セン
ター 2024.07.05/09.03 宮川 美古都（特室）

8 がんのリハビリテーション
e-CAREER研修（リモート）

ライフ・プランニ
ング・センター 2024.07.21 山村 奈緒（ 2 - 6 ）

9
京都医療センター附属
京都看護助産学校 実習指導者研
修会

附属京都看護助産
学校 2024.07.30/09.01

宮下 智愛（ 1 - 4 ）

藤原 麻衣( 1 - 5 )

由良 萌々花（ 1 - 6 ）

芦田 真喜（ 1 - 7 ）

武村 佑子（ 2 - 3 ）

金城 彩水（ 2 - 5 ）

上住谷 絵美（ 2 - 6 ）

山口 真希（ 2 - 7 ）

上田 美穂（ 2 - 7 ）

木村 夏実（救急外来）

酒井 真由子 （救急外来）

10 第45回関西スマートケア講習会(京都・滋賀ブロック)

関西スマートケア
講習会実行委員会 
後援：京都府看護
協会

e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ2024.08.01-08.31
集合研修09.15/09.16 中村 彩乃( 2 - 6 )

11 第39回京都滋賀つぼみの会サマーキャンプ
京都府糖尿病協会
京都滋賀つぼみの
会

2024.08.03-2024.08.05 足達 美希( 1 - 6 )

12 R6年度大規模地震時医療活動訓練 京都府健康福祉部 2024.09.27-09.28 久保田 大樹（ 2 - 5 ）
尾崎 梨沙（ICU）

13 R6年度旅客船事故対応訓練 京都府医療課 2024.11.11 深川 哲嗣（看護部長室）

14 R6年度認定看護管理者教育課程セカンドレベル 大阪府看護協会 2024.11.12-2025.01.29 尾中照之（ 1 - 7 師長）

15 R6年度認定看護管理者教育課程ファーストレベル 大阪府看護協会 2024.12.03-2025.1.30 白井 千晶( 1 - 6 )

16 がんのリハビリテーションe-CAREER研修（リモート）
ライフ・プランニ
ング・センター 2024.12.07 秀島 侑里花（緩和）

17 第 6 回日本DMAT養成研修 厚生労働省医政局 2024.12.12-12.12 尾崎 梨沙（ICU）

18 京都DMAT上級研修 京都府医療課 2025.03.28 深川 哲嗣（看護部長室）

３ ）講師派遣状況
No. 依頼内容 主催 日程 講師

1
令和 6年度 潜在看護師等再就業
支援強化事業（京都府委託事業）
リカレント研修「集合研修 1日
単独コース」講師

京都府看護協会 2024.6月 7 月 村田 佳奈
（皮膚・排泄ケア認定看護師）

2

令和 6 年度「潜在看護師等再就
業支援強化事業」
知識レベルアップ 1日単独コー
スの研修講師 「高齢者のスキン
ケア」

京都府看護協会 2024.11.29 瀧井 友美（外来治療）
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No. 依頼内容 主催 日程 講師

3

令和 6 年度「潜在看護師等再就
業支援強化事業」
知識レベルアップ 1日単独コー
スの研修講師 「高齢者のスキン
ケア」

京都府看護協会 2024.07.09 溝内 理子
（皮膚・排泄ケア認定看護師）

4

令和 ６ 年度 「看護補助者の更な
る活用のための看護管理者研修
Ⅰ期」課題検討『看護補助者が
働くための体制整備に関する課
題の検討』

国立病院機構
近畿グループ 2024.07.31 榎本 里香(副看護部長)

5 第23回伏見栄養療法・在宅医療
研究会

伏見栄養療法・在
宅医療研究会 2024.08.31 村田 佳奈 

（皮膚・排泄ケア認定看護師）

6
スマートケア、創傷管理、失禁
などの基礎知識についての講義
と演習

関西スマートケア
講習会 2024.09.15 村田 佳奈

（皮膚・排泄ケア認定看護師）

7 非常勤講師 治療学(救急医療) 京都府医師会 看護
専門学校 2024.12.04-2025.01.31 久保田 大樹( 2 - 5 )

8 非常勤講師 災害看護技術演習 
ゲストスピーカー 京都看護大学 2024.07.18 久保田 大樹( 2 - 5 )

9

第29回日本緩和医療学会学術大
会・第37回日本サイコオンコロ
ジー学会総会 合同学術大会市民
講座「みんなで学ぼう！がん患
者さんを支える治療 からだとこ
ころの痛みについて」 

塩野義製薬株式会
社 2024.06.15 武田 ヒサ(緩和ケア病棟)

10 非常勤講師 【専】助産管理(前期)
京都光華女子大学
京都光華女子大学
短期大学部

2024.05.20 髙田 幸千子(看護部長)

11
令和 6 年度独立行政法人国立病
院機構 認知症ケア研修 事例検
討『Ⅲ入院中の認知症患者の看
護の実際』

国立病院機構 近畿
グループ 2024.07.19

落合 恵
(老人看護専門看護師) 
兼田浩美
(認知症看護認定看護師)

12
令和 6年度実践能力向上研修 
テーマ：高齢者の転棟リスクア
セスメント

京都府看護協会 2024.06.18 落合 恵
(老人看護専門看護師)

13
特別講師 助産管理学 医療安全
におけるリスクマネジメントや
対策について

宝塚大学 2024.05.30 髙田 幸千子(看護部長)

14
2024年度京都市立病院ELNEC-J
コアカリキュラム 看護師教育プ
ログラム

京都市立病院 2024.10.04 落合 恵
(老人看護専門看護師)

15
令和 6 年度潜在看護師等再就業
支援強化事業 「高齢者のスキン
ケア」

京都府看護協会 2024.07.09 溝内 理子
（皮膚・排泄ケア認定看護師）

16
令和 6年度臨床研究・治験ｺｰﾃﾞｨ
ﾈｰﾀｰ実務者研修 「治験実施率UP
のための自施設の取り組み」

国立病院機構本部 2024.06.28 石山 薫 (治験管理室)

17
スマートケア、創傷管理、失禁
などの基礎知識についての講義
と演習 講習会実行委員会

関西スマートケ
ア講習会・関西
STOMA研究会

2024.05.11/06.8/07.13
/08.10

溝内 理子
（皮膚・排泄ケア認定看護師） 
村田 佳奈
(皮膚・排泄ケア認定看護師)

18
2024年度認定看護師教育課程＜
皮膚・排泄ケア分野＞臨床推論・
医療面接

京都橘大学 2024.07.30 今村 正人
(皮膚・排泄ケア認定看護師)
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19 近畿地区役員派遣 日本手術看護学会 2024.06.15/08.17/10.19
/12.21/2025.02.15

中村 露子
(手術室看護認定看護師)

20 眼科連携FSM The Final「患者支援センター開設」 参天製薬株式会社 2024.06.22 芳賀 理恵(外来診療)

21 令和 6年度副看護部長新任研修 国立病院機構 近畿
グループ 2024.06.13 髙田 幸千子(看護部長)

22
学会開催に伴う役員派遣のご依
頼「第11回日本手術看護学会近
畿地区大会」

日本手術看護学会
近畿地区 2024.06.29 中村 露子

(手術室看護認定看護師)

23 第 4回京都PDフォーラム「当院での腹膜透析患者指導の実際」
株式会社ヴァン
ティブ 2024.07.06 瀧井 友美

(外来治療 透析室)

24 アドバンスト研修会 日本臨床薬理学会 2024.08.04 石山 薫 (治験管理室)

25 「名古屋オレンジバルーンカンファレンス」 第一三共株式会社 2024.08.30 落合 恵
(老人看護専門看護師)

26 成人看護学概論14回(看護学生 ２年生) 京都光華女子大学 2024.07.22 居地 篤子
(救急看護認定看護師)

27 令和 6 年度入退院支援に関する実践力向上研修
国立病院機構 
近畿グループ 2025.02.12 田中 舞衣

(地域医療連携室師長)

28 第24回CRCと臨床試験のあり方を考える会議2024 in Sapporo

第24回 CRCと臨
床試験のあり方を
考える会議2024 in 
Sapporo

2024.09.15-09.16 石山 薫 (治験管理室)

29
救急救命士養成教育に係る指導
者の派遣について「シュミレー
ション実習(気道確保)」

京都市消防学校 2024.09.12 村上 涼子(診療看護師)

30
明日から活かせる腹膜透析療法
シリーズ⑤「PD患者さんのその
ひとらしさに寄り添うために」

テルモ株式会社 2024.09.19 瀧井 友美
(外来治療 透析室)

31
令和 6 年度独立行政法人国立病
院機構 認知症ケア研修 事例検
討『Ⅲ入院中の認知症患者の看
護の実際』

国立病院機構 
近畿グループ 2024.10.24

落合 恵
（老人看護専門看護師)
兼田浩美
(認知症看護認定看護師)

32 第19回日本禁煙科学会学術総会 in 福岡 座長派遣について(依頼) 日本禁煙科学会 2024.11.23
寺嶋 幸子
(外来診療 上級禁煙支援看護
師)

33
「ケンコーセミナー2024」
～症例検討を踏まえたグループ
ワーク～

株式会社ケンコー 2024.11.9 溝内 理子
（皮膚・排泄ケア認定看護師）

34

京都府がん医療戦略推進会議緩
和ケア部会
看護師研修会議 コアカリキュラ
ム看護師教育
プログラムELNEC-J

京都大学医学部附
属病院 2024.10.26-2024.10.27 坂井 みさき

(がん看護専門看護師)

35 第21回京滋支部学術集会におけるパネリストの派遣について
日本医療マネジメ
ント学会第２１回京
滋支部学術集会

2024.10.19 上田 里 (外来治療師長)

36
PTA主催の秋祭りイベント「認
定看護師が教える『学校でよく
ある救後の場面別対処方法』

宇治市立岡谷小学
校 2024.10.12

西村 文夫
(ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ認定看護師)
居地 篤子
(救急看護認定看護師)

37 救急救命士養成教育に係る指導者の派遣 京都市消防学校 2024.11.18 村上 涼子(診療看護師)
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38
認知症看護の理解を深め、質の
高いケアを提供できることを目
的とした研修の講師派遣

社会医療法人愛仁
会 千船病院 2024.11.26 落合 恵

(老人看護専門看護師)

39 京都CKDセミナー 株式会社ヴァンテ
イブ 2024.10.20 瀧井 友美

(外来治療 透析室)

40 救急救命士養成教育に係る指導者の派遣 京都市消防学校 2025.02.06 村上 涼子(診療看護師)

41 職員の派遣について「ケンコーセミナー2024」 株式会社ケンコー 2024.11.09 溝内 理子
(皮膚・排泄ケア認定看護師)

42 特定非営利活動法人日本ホスピス緩和ケア協会 委嘱
特定非営利活動法
人日本ホスピス緩
和ケア協会

2024.10.01-2026.07.31 坂井 みさき
(がん看護専門看護師)

43
日 本 ホ ス ピ ス 緩 和 協 会 
SPACE-Nプログラム 進行役派
遣

NPO法人日本ホス
ピス緩和ケア協会

2024.12.15/2025.01.19
/2.2

坂井 みさき
(がん看護専門看護師)

44 第26回日本成人先天性心疾患学会総会・学術集会 座長のお願い
第26回日本成人先
天性心疾患学会総
会・学術集会

2025.01.10-01.12 笹川みちる看護師長
(小児看護専門看護師)

45 共催講演会への職員派遣のお願い
扶桑薬品工業株式
会社 2024.11.24 瀧井 友美

(外来治療 透析室)

46 第 2回PICCフォローアップセミナーin大阪
カーディナルヘル
ス株式会社 2024.12.14 村上 涼子(診療看護師)

47 協働教育 講師派遣 京都看護大学 2025.01.09 玉木 舞(看護部長室) 
禮場 直人(救急外来)

48
令和 6 年度新興感染症対策に関
する看護師養成研修「演習・意
見交換会」について派遣

京都府看護協会 2024.12.10 宮川 英和(副看護師長)

49
令和 6 年度看護補助者の更なる
活用のための看護管理者研修( ２
回目)「看護補助者が働くための
体制整備に関する課題の検討」

国立病院機構 
近畿グループ 2025.02.05 榎本 里香(副看護部長)

50 令和 6 年度チーム医療推進のための研修 ３ (輸血)
国立病院機構
近畿グループ 2025.02.14 涌嶋 奈津子(臨床輸血看護師)

51
研修「利用者さんの『いつもと違
う』を感じるためのフィジカル
アセスメント」のファシリテー
ター派遣

一般社団法人大阪
府訪問看護ステー
ション協会

2025.02.15 藤田 一成
(ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ認定看護師)

52
大阪府緩和ケア人材養成事業
計画「第 6 回実践につながる
NURSE-CST」における講師派
遣

国立病院機構 
近畿中央呼吸器
センター

2025.01.25 武田 ヒサ
(がん性疼痛看護認定看護師)

53
腹膜透析地域連携セミナー －腹
膜透析患者さんとの関わりを通
じて－

テルモ株式会社 2025.02.09 瀧井 友美(外来治療 透析室)

54 STROKE2025 口演セッションにおける講師派遣のご依頼
第50回日本脳卒中
学会学術集会 2025.03.07

山口理恵子
(脳卒中リハビリテーション看
護認定看護師)

55
『患者・家族のアドバンス・ケ
ア・プラニングを支えるスピリ
チュアルケアの実践』セミナー
の講師派遣依頼

特定非営利活動法
人ともいき京都 2025.03.09 坂井 みさき

(がん看護専門看護師)
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｜学生実習受入状況｜

学校名
学年
・
人数

実習 期間 実習場所

京都医療センター附属
看護助産学校（看護科）

1年生
66名

基礎Ⅰ
2024.10.10-10.21　　　 1 - 5 ，1 - 6 ，1 - 7 ，2 - 4 ，2 - 5 ，

2 - 6 ， 2 - 7

2024.10.10-10.24　　　 1 - 5 ，1 - 6 ，1 - 7 ，2 - 4 ，2 - 5 ，
2 - 6 ， 2 - 7

基礎Ⅱ
2025.01.27-01.31　　　　 1 - 5 ，1 - 6 ，1 - 7 ，2 - 4 ，2 - 5 ，

2 - 6 ， 2 - 7

2025.02.03-02.07　　　　　 1-5，1-6，1-7，2-4，2-5，2-6，2-7

2 年生
77名

基礎Ⅲ 2024.06.16-07.30　　　  　 1-4，1-5，1-6，1-7，2-4，2-5，2-6，2-7

成人老年Ⅰ

2024.12.02-12.16　　　

1-4，1-5，2-5，2-6，2-72025.01.07-1.22　　　　

2025.02.10-02.26　　　  

成人老年Ⅱ

2024.12.02-12.16　　　 1-6（5），1-7（5名），2-4（5名）

2025.01.07-1.22　　　　 1-6（6名），1-7（5名），2-4（5名）

2025.02.10-02.26　　　   1-6（6名），1-7（5名），2-4（5名）

3 年生
83名

成人老年Ⅲ

2024.05.07-05.21　　　　 1-5，2-5，2-6

2024.05.23-06.06　 1-4，2-5，2-6，2-7

2024.06.26-07.10　　　   1-5，2-5，2-6

2024.09.03-09.18　　　　 2-5，2-6

成人老年Ⅳ

2024.05.07-05.21　　　　 1 - 6 ，1 - 7 ，2 - 7 ，緩和ケア病棟
（ 1日）

2024.05.23-06.06　　　　 1 - 6 ，1 - 7 ，緩和ケア病棟（ 1日）

2024.06.26-07.10　　　   1 - 6 ，1 - 7 ，2 - 7 ，緩和ケア病棟
（ 1日）

2024.07.16-07.30　　　   1 - 6 ，1 - 7 ，緩和ケア病棟（ 1日）

2024.09.03-09.18　　　　 2 - 7 ，緩和ケア病棟（ 1日）

2024.09.20-10.04　　　   1 - 6 ，緩和ケア病棟（ 1日）

統合
2024.09.20-10.07　　　   1 - 5 ， 2 - 5 ， 2 - 6 ， 2 - 7

2024.10.21-11.05 1 - 4 ，1 - 5 ，1 - 6 ，1 - 7 ，2 - 4 ，
2 - 5 ， 2 - 6 ， 2 - 7

母性

2024.05.07-05.21　　　　

2 - 3 ，NICU

2024.05.23-06.06　　　　

2024.06.26-07.10　　　  

2024.07.16-07.30　　　  

2024.0９.03-09.18　　　  

2024.10.21-11.05　　　
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学校名
学年
・
人数

実習 期間 実習場所

京都医療センター附属
看護助産学校（助産科）

助産
18名

助産学実習Ⅰ
（妊娠期）

2024.07.01-12.25 2 - 3 ，NICU，産科外来，婦人科
外来，手術室

助産学実習Ⅱ
（分娩期）

助産学実習Ⅲ
（産褥期・新生児）

助産学実習Ⅳ

地域母子保健
実習

京都看護大学

4年生
14名 課題探求実習 2024.05.13-05.16 1 - 4 ，特別室個室，集中，救命

ICU，救命HCU，救外

4年生
30名 総合実習 2024.08.05-08.09　　　　   1 - 4 ，1 - 5 ，1 - 6 ，1 - 7 ，2 - 4 ，

2 - 5 ， 2 - 6 ， 2 - 7

3 年生
28名

生活行動 ３（成
熟期） 2024.11.11-11.29 1 - 4 ，1 - 5 ，1 - 6 ，1 - 7 ，2 - 5 ，

2 - 6 ， 2 - 7

3 年生
8名

生活行動 ４（終
末期）

2025.02.03-02.10　　　　
緩和，化学療法室，放射線治療室

2025.02.17-02.25　　　  

2 年生
10名 生活行動 １ 2024.07.08-07.11　　　　 1 - 4 ( 5 )，特室( 5 )

2 年生
10名 生活行動 ２ 2025.01.21-01.29　　　   2 - 3 ( 5 )，特室( 5 )

同志社女子大学 4年生
11名

看護実践総合
実習 2024.07.16-07.31　　  　 1 - 4 ( 5 )， 2 - 7 ( 6 )

明治国際医療大学 3年生
5名 母性 2024.11.05-11.14　　　 2 - 3 ，NICU( 5 )
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